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3 番    西本 潤    議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

1. 本市における歯と口腔の

健康づくり推進について 

 

【質問趣旨】 

我が国において1989年当時

の厚生省と日本歯科医師会が

推進している「80 歳になって

も20本以上の自分の歯を保と

う」という考えのもと「8020

運動」が開始されました。 

 本市においても、歯と口腔

の健康が、生活習慣病の予防

を始めとした全身の健康の保

持増進に資するなど、健康で

質の高い生活を営む上で基礎

的かつ重要な役割を果たすた

め、歯と健康づくりを総合的

に推進し、市民の生涯にわた

る健康の保持及び増進に寄与

することを目的とし、平成 30

年 12月議会において、議員提

出議案により、 

 

 

 

 

 

 

（１）条例施行後の取り組み

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）歯と口腔の健康に対し

ての現在の取り組みについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

① 歯と口腔の健康が生活習慣病の予防や全身の健康の保持増進に重要な役割を果

たしているが、本市としてはどのように考えるか伺う。 

 

 

② 条例が施行されて 2年半が経過するが、条例施行後の新たな取り組みは行われた

のか伺う。 

 

 

③ 市民の日常生活において歯の予防が今後、益々必要になってくるが、市民の意識

の高まりは進んでいないように思われ、歯科疾患の予防に向けた意識改革が必要

であるが、条例施行後どのような取り組みが必要と考え、どのような市民の意識

の変化が求められるのか伺う。 

 

 

④ 歯と口腔の健康づくりのために、歯科医師会等との連携を密にして行く必要があ

るが条例施行後、新たに関係機関と何らかの協議は行われたのか伺う。 

 

 

① 乳幼児期から高齢者までそれぞれの時期において、歯科疾患の予防が必要であ

り、本市においても幼児、児童、妊産婦、成人、高齢者など各世代別に検診が行

われているが、これらの実施状況について伺う。 
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３番   西本 潤 議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

「瀬戸市歯と口腔の健康づく

り推進条例」が可決され、平

成 31 年 4 月に施行されまし

た。 

 条例が施行されて 2 年半が

経過するが、条例施行後の本

市の取り組み及び市民の日常

生活においての歯科疾患の予

防に向けた取り組みについて

伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 母子歯科保健事業において、1 歳 6 か月児から 3 歳児では受診率が、各年度にお

いて約 90％と高い割合を示しているが、妊産婦においては約 40 パーセント前後

と幼児と比べて低い値を示しているが理由を伺う。 

 

 

③ 成人歯科保健事業において、定期検診を受けている市民の割合が、平成 24 年度

で 26.4％、平成 29年度は 36.5％であるがこれをどう評価するか。 

 

 

④ 歯科節目健康診査において、平成 28年度からの調査で平成 30年度の 437人をピ

ークに令和元年度で 356人、令和 2年度では 291人と減少傾向にあるが減少の原

因は何か。 

 

 

⑤ 二十歳の歯科健口診査では幼少期からのフッ化物洗口や検診などの効果を検証

するうえで重要であるが、平成 28 年度から令和元年度の診査結果はそれぞれ、

80人前後と非常に少ないように思われるが、本市ではどのように捉えているか。 

 

 

⑥ 令和 2年度歯科節目健康診査結果では、受診者数において各世代を通して女性の

受診者の方が圧倒的に多いが、その理由を伺う。 
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質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）保育・学校の場での取

り組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 上記の様々な世代においての歯科健康診査は、歯の健康を維持するうえで重要で

あり、積極的に推進していく必要があるが市民に対しどのように周知が行われて

いるのか伺う。 

 

 

① 瀬戸市の保育園児におけるう蝕有病者数が、他市や市内私立幼稚園と比較し多い

傾向があり、その軽減策としてフッ化物洗口が令和２年度では市内保育園全園で

行われているが、その効果を伺う。 

 

 

② 歯科疾患の予防において、子供に対してのフッ化物洗口は歯の健康を維持するう

えで非常に効果があるが現在、本市においては保育園では全園で行われている

が、市内小学校においては以前行われていたが、現在行われていない理由を伺う。 

 

 

③ 歯科疾患の予防において、食後の歯磨きは基本であり最も重要であるが、実施さ

れていない学校もあるが理由を伺う。 
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３番   西本 潤 議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）市民に対しての啓発に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 歯と口腔の健康が、生活習慣病の予防や全身の健康保持及び健康寿命を延ばすに

は重要であると考えるが、実際には市民への周知が十分とは言えず、オーラルフ

レイル予防の啓発活動が必要であると考えるが、どんな取り組みが行われている

か伺う。 

 

 

② 歯科医療の関係者から市民のためのオーラルフレイル予防や歯と口腔の健康の

重要性を正しく理解していただくための、講演会の積極的な開催が求められてい

るが、どのように捉えているか。 

 

 

③ 第 2 次いきいき瀬戸 21 の今後の課題として歯の健康に関心をもち、う蝕予防や

歯周病予防につながる自己管理能力向上についての知識の普及啓発、8020 運動・

8520 運動・9020 運動の普及啓発に努める必要があると謳われているが、これま

でに行われてきた取り組みと今後の取組について伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


